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第1章　 緒 言

1926年Fassbender84)に よつ て 初め て,所 謂 一

過性 浸 潤 な る ものが 明 らか に され て 以来,そ の 本態

に関 しては 種 々 の議 論 が あ り,結 核 説,非 結 核 説 に

二大 別 され,特 に好 酸球 増 多 を 伴 うLoffler氏 症 候

群は 一般 に そ の発 生 機序 は ア レル ギ ー性 の もの と考

え られ てい るが,何 れ にせ よそ の原 因 は 一元 的で な

く,多 元 的 と考 えね ば な らな い ようで あ る.扨,本

症 と蛔 虫感 染 と の関係 につ い て 初め て 記 載 し た の

はWild. u. Loertscher(1934)114)で そ の後,渡 部

(1935)79), Muller(1938)102), Weber(1040)115),

 Kemir(1950)95), Hoff u. Paulsen(1952)91), Trut

schel)(1953)113)等 の 報 告が あ り,教 室 の桐 野25)・ 大

枝 も最近,蛔 虫 に よ る と思 わ れ る本症 の2例 を報 告

してい る.併 し,そ の成 因 に 関 してWild, Muller

は蛔 虫仔 虫 の肺 循 環 に よ り惹 起 され る無 気肺 及 び周

局 炎 のた め で あ ろ う とし,又, Hoff u. Paulsenは

蛔 虫蛋 白 に よ る過 敏反 応 に よる も ので あ る う と して

い る.そ もそ も,蛔 虫仔 虫 は宿 主 体 内移 行 経 路 とし

て必 ず 一 度は 肺 を 通過 す る事か ら考 え る と,大 量感

染 の場 合 には 必ず や気 管 支 炎或 いは肺 炎 を起 す で あ

ろ う事 は想 像 に難 くない 所 であ つ て,か ゝる際 の肺

の病 変或 いは臨 床 症 状 に 関 して は古 来 幾 多 の研 究 が

な され てお り,濃 野30)氏 兄弟 の 人 体実 験 は 余 りに も

有 名 であ る.併 し,日 常 生 活 に 於 て大 量 の 卵子 を嚥

下す る場 合 は稀 で あ るか ら,そ の場 合,肺 の一 過性

浸潤 は 単 な る仔虫 の 機械 的刺 戟 に よつ て惹 起 され る

病 変 の み に よ つ て は 説 明 され 難 く, Weber115),

 Hoff u. Paulsen91)等 の 主張 す る如 く,恐 ら くは蛔

虫 ア レル ギー が 関係 し てい る ので は な いか と考 え ら

れ る.

最 近,寄 生 虫 ア レル ギー に関 す る研 究 が 盛 んに 行

わ れ,蛔 虫ア レル ギー の 分野 に於 て もRackemann

 & Stevens (1927)107), Fulleborn(1927)85), Ja

dasshon(1928)92), Schonfeld(1937),岡 部(1931)18),

仁 科(1935)46),毛 受(1937)29),最 近 で は 池 田

(1952)5) 6),宮 川(1954)64),松 本(1955)61),森 下

(1955)72)等 の業 蹟 が あ る.併 し,蛔 虫 寄生 者 の肺 の

レン トゲ ン所 見 に つ い ては, Keller(1932)94),布

施(1933)52)等 の 小 児に 於け る統 計 的 な観 察 が あ る

に過 ぎず,蛔 虫 ア レ ル ギー の観 点 か ら実 験 的 に 本症

の究 明 を 試み た 者 は な い よ うで あ る.よ つ て,私 は

先 づ,初 感 染 時 の肺 の 「レ」 線 学 的 並 びに 病 理 組織

学 的研 索 を行 い,次 で 重 感 染,再 感 染及 び蛔 虫 体成

分 に よつ て感作 せ しめ た 後再 感 染 を行 い夫 々の 場 合

に 於け る肺 の 変化 を 比 較 検討 し,聊 か興 味 あ る知 見

を 得た ので 報 告す る.

第2章　 実 験 材 料並 び に実 験 方 法

1)実 験 動 物　 体 重1500瓦 内外 の健 康 雄性 家 兎及

び 体重350～450瓦 の 雄性 海〓

2)実 験材 料

a)蛔 虫成 熟 卵　 発 育 良 好 に して 新鮮 な る豚 蛔 虫
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雌虫を解体 して子宮の腟 に連 なる末端部約1糎 を採

取 し,内 容たる卵子を培養瓦上に薄 く展べ,之 を2

%Formalin水 を入れた大 型 シャーレ 中 に 置き,

 27～28℃ の孵卵器中で約35日 間培養 して得た完熟

仔虫形成卵

b)蛔 虫乳剤　新鮮な る豚蛔 虫を滅菌生理的食塩

水を以て充分に洗滌後,水 分を拭い通風 のよい 日蔭,

又は扇風機 にて乾燥 したものを細切 し,用 に臨み10

倍量の滅菌生理 的食塩水を加 え乳鉢 中にて充分磨砕

し,一 昼夜放置後,ガ ーゼ4枚 にて濾過 し,そ の濾

液を60℃, 30分 低温滅菌した ものを使 用す.

3)実 験 方法

a)蛔 虫感染及び感作方法　 前記完熟仔虫形成卵

を滅菌せるベニシ リン瓶 中に入れ,之 を滅菌生理的

食塩水10ccを 以て混和せ しめ,「2cc用 駒込 ピペ

ッ ト」を用 いて,そ の1滴 を載物硝子に載せ顕微鏡

下で卵数を類 え,同 様 の操作10回 の平均値 より1滴

中の卵数を求め,空 腹時,所 定量を口中深 くピペ ッ

トにて注入 し,そ の後食餌を与えて感染せ しめた.

感作 は海〓及 び家兎の背部皮下に 上 記 乳 剤 をPro

 Kilo 0.5cc～1.0cc宛 隔 日に5回 注射 して行つた.

b)感 染方法及び感作方法によつて次の3群 に分

ち,感 染或いは感作前後及び屠殺前,胸 部 「レ」線

撮影 を行つた.

第1群　 初感染実験(蛔 虫卵1回 投与)

第2群　 重複感染実験

第3群　 再 感染実験

第4群　 蛔 虫乳剤にて感作後,蛔 虫卵投与実験

c)「 レ」線撮影方法　 本学 レン トゲン教室の指

導を仰 ぎ,大 阪 レン トゲン製シ リュウス号を使用 し,

動物を枠 状固定器に腹位に固定 し,背 腹方向に撮影

した.撮 影条件 は次の如 し.

フイルム焦点距離100cm

蓄電容量1.0uF

管 電 圧36～37KV

管 電 流400mA

各実験動物は肺を剔出し, 10%Formalin溶 液で

固定 し,染 色にはHaematoxylin-Eosin重 複染色を

行つた.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 初感染実験

1)蛔 虫卵50個 投与後20日 目屠殺(海 〓M. 28)

「レ」線像所見:感 染後6日 目, 8日 目, 20日 目

撮影 を行 うも著変を認めない.

肉眼的所見:殆 ん ど変化 を認めず.

鏡検的所見:極 く軽度の血管周囲細胞浸潤及び肺

胞中隔のごく軽 度の肥厚を一部分に認め るに過 ぎな

い.

2)蛔 虫卵100個 投与 し, 14日 目屠殺(海 〓M.

 29, M. 30)

「レ」線像所見: M. 29で は感染後4日 目殆 んど

変化 なし. 7日 日,右 肺 門部 より下野に向つて瀰慢

性 の濃淡あ る陰影を認め, 10日 目には右肺 門部に索

状,放 射線状にや ゝ濃い陰影を生 じ, 12日 目では左

肺 下野がや ゝ暗 く, 14日 目には肺紋理増強が残 り,

又,右 肺中野側方に粟粒大の石灰沈着像を認める.

 M. 30で は感染後1週 目に,両 側肺下野に気管支肺

炎樣の陰影ある も,濃 淡があり,一 部分,可 成 り濃

厚な陰影を示す. 10日 目には陰影は少し吸收され,

右肺門部 より下野に亘つて細い索状 陰影があり, 12

日目には右肺中野に小なる輪状の陰影を認め, 14日

目には右肺門理増強 と左肺門部 より下野にかけて気

管支拡張の如き像を残している.

肉眼 的所見　 M. 29で は左肺下葉 に小なる赤褐色

の陳旧性 出血巣 あり,又,他 の部 に於て表面から隆

起す る灰白色粟粒大の小結節を認め る. M. 30で は

一般 に肺は充血著明で
,そ の他 には著変 は認められ

ない.

検鏡的所見　 M. 29で は充血及び 出血 があ り,血

管周囲細胞浸潤はM. 28よ りは強い.浸 潤細胞は小

数の好酸球,単 球,淋 巴球である.肺 胞 はその中隔

細胞 の増殖肥大によつて肥厚し,又 動脈壁は硝子樣

変性を呈す るものあ り,一 般 に肥厚 している. M.

 30で は鬱 血及び肺胞内に出血を認め,結 節状細胞浸

潤を軽度に認める.

3)蛔 虫卵1000個 投与(海 〓M. 20, M. 21)

胸部 「レ」線像所見　 M. 20で は4日 目,両 側肺

野は一般 に溷濁し,肺 紋 理の増加が見られ, 7日 目

には両側肺にや ゝ広範囲に浸潤陰影を生 じ,気 管支

肺炎樣所見を呈す. M. 21で は5日 目に両側肺全野

に亘る広範囲の濃厚な瀰 漫性陰影を認めたが9日 目

には死亡 した.

肉眼 的所見: M. 20, M. 21共 に出血,充 血が著

明で含気少な く浮腫状を呈 し,一 部肝樣変化を認め,

又,所 々に粟粒大の灰 白色 の結節を証明する.

検鏡的所見: M. 20, M. 21共 に大小血管の鬱血 と

出血があ り,胞 隔に充血を認め且つ大円形の核を有

し,大 きな核 小体の クロマチ ンの少 ない組織球性細

胞が増殖 し,そ のため肺胞壁は肥厚 し無気肺状 とな
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り,所 々に仔虫が見られ る.気 管支粘膜は変性に陥

つて剥離,腔 内に剥離細胞や赤血球,多 核球 を入れ,

周囲に上述の組織球性細胞が増殖 し,動 脈壁 も肥厚

し,部 位によつては内腔剥離 しているものもある.

浸潤細胞は淋 巴球,多 核白血球,好 酸球等で,多 核

白血球は気管支周囲に多い.

4)蛔 虫卵2000個 投 与後10日 目屠殺(海 〓M. 1)

胸部 「レ」線像所見:感 染後6日 目,右 肺 下野に

初めて斑点状 陰影を現わし, 8日 目,左 肺下野に も

同様な陰影が認められ, 10日 目には夫 々瀰 漫性に癒

合 して濃淡のある広範囲な陰影を現わ した.

肉眼 的所見　肺には 含気少 なく,充 血及び暗褐色

の出血点を多 く認め る.

検鏡的所見:肺 胞内への出血を認め,動 脈壁肥厚

し,内 腔殆ん ど消失 し,且 つ硝子樣変性 を起 して居

るものあ り,肺 の一部では浮腫及び無気肺の部分が

あり,胞 隔は拡張 して赤血球 を入れ,気 管支粘膜 は

軽い上皮細胞の変性 を認め,一 部では剥離 している

ものもある.気 管支周囲には組織球性細胞の増殖が

あ り,小 靜脈を中心 として結 節状に細胞浸潤がある.

その中心部は主 として組織球性細胞で,辺 縁には可

成 り幼弱な偽好酸球及び好酸球の浸潤があり,組 織

球性細胞 も混在する.

5)蛔 虫卵3000個 投与後8日 目死亡(家 兎K3)

胸部 「レ」線上所見:感 染後3日 目,肺 紋理の増

強を認め, 8日 目右肺上葉に軟い溷濁斑を認める.

肉眼的所見:出 血斑散在 し,そ の他の部分に於て

は紫褐色を呈する部 と灰白色にや ゝ隆起す る部 とを

認める.

検鏡的所見:肺 胞 内への出血が強 く,肺 胞壁は偽

好酸球,淋 巴球,少 数 の好酸球等の細胞浸潤及び壁

細胞の腫大に よつて肥厚 している.小 動脈壁は肥厚

著明なるも,気 管支壁 の変化は軽 度であ る. Herz

fehler zellenが 多 く認め られ,ヘ モヂデ リンが可成

り沈着 している.

6)蛔 虫卵200個 投与後10日 目屠殺(家 兎K. 4)

胸部 「レ」線像所見:著 変を認めない.

肉眼的所見:右 肺中葉外側に灰白色粟粒大の結節

2個 ある他著変を認めない.

検鏡的所見 ・胞壁細胞の増殖及びそれ による壁 の

肥厚があ り,淋 巴球,単 球の浸潤を認め,一 部では

結節状になつている所がある.

7)蛔 虫卵500個 投与後後20日 目屠殺(家 兎K. 5)

胸部 「レ」線像所 見:感 染後4日 目著 変 な し.

 6日 目肺紋理 の増強を認め, 8日 目右肺下野に軽 い

斑点状陰影を生 じ, 20日 目には陰影は縮少 して存 し

た.

肉眼的所 見:粟 粒大,灰 白色の結節 を極 く少数認

め る他著変が ない.

検鏡的所見:灰 白色の結節部には,単 球,プ ラス

マ細胞の浸潤 を認め,且 つ巨態細胞が散 在し線維芽

細胞の増殖 が認め られ る.

初感染 時,肺 のX線 所見略図

1)海 〓の場合

蛔 虫卵50個 投与(M. 28)

蛔 虫卵100個 投 与(M. 29)

蛔 虫卵100個 投 与(M. 30)

蛔 虫卵1000個 投 与(M. 20)

蛔 虫 卵1000個 投 与(M. 21)

蛔 虫 卵2000個 投 与(M. 1)
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2)家 兎の場 合

蛔虫卵3000個 投与(K. 3) 蛔虫卵500個 投 与(K. 5)

第1表　 初 感 染 時 の 血 液 像 所 見

第2節　 重複感染実験

1)蛔 虫卵500個 宛隔 日3回 投与(海 〓M. 26,

 M. 27)

胸部 「レ」線所見: M. 26で は最後の感染より2

日目に右肺下葉に均等な滲 出性瀰漫性陰影を認め,

 1週 間後には右肺全野に濃淡あ る結節性の陰影を認

め左 肺に も淡い陰影が見られた. 10日後には上記の

陰影は濃度を増 し,右 肺下野には小なる斑点状陰影

と小結節状陰影を認め12日 後死亡 した. M. 27で は

9日 目蛔虫性 肺炎の像を呈して死亡した.

肉眼的所見: M. 26で は出血著明にして且つ粟粒

大灰白色の小結節 を多 く認める. M. 27で は暗褐色

の出血巣(赤 色肝変樣所見)と 灰 白色結節性の硬い

部分 とよりなつ て居 る.

検鏡的所見　肺全体が出血 と細胞浸潤及び充血,

鬱血で充たされ,無 気肺を呈 し,肺 胞壁は殆ん ど破

壊消失して認められな くなつてお り,肺 胞壁と思わ

れ る所 には変性 した組織球性細胞が散在 し,又 その

部分や肺胞内にはプラスマ細胞 の浸潤 とHerzfeher

 zellenが 可成 り多 く存在す る.又,多 数の変性 した
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核を有す る巨態細胞が存 し,そ れは組織球性 細胞の

細胞集簇部に多い.血 管壁は粗鬚 で硝子樣変性を起

し,且 つ肥厚 してお り,そ のため内腔が殆 んど消失

しているもの もある.

第3節　 再感 染実験

1)蛔 虫卵300個 宛隔 日2回 投与後3週 間目に蛔

虫卵1000個 投 与(海 〓M. 18, M. 36)

胸部 「レ」線上所見　 M. 36で は2回 感染 後3日

目,両 側肺下野に瀰漫性 陰影を認め, 6日 目には左

肺中野に帯状の薄 い陰影及び左肺下野に斑点状,境

界不鮮明な類円形の陰影を認め,再 感染後2日 目,

前回の陰影はや 縮ゝ少 し,そ の後,別 に新らしい陰

影は現われなかつた. M. 18で は感染後4日 目右肺

に軽度の雪綿状陰影を認め,再 感染後5日 目右肺は

気管支肺炎像を現わ し,左 肺には粟粒大 の陰影を認

め, 7日 後には右肺下野は境界明瞭なる濃厚陰影を

呈し,上 野には瀰 漫性のや ゝ薄 い陰影を認めた.

肉眼的所見　 M. 18は 再感染後7日 目に死亡 した.

その肉眼的所見は 「レ」線像所 見に一致 し,右 肺上

葉の所 々に暗褐色帽針頭大の点 状出血があ り,そ の

周囲には紅暈を認める.右 肺中 ・下葉は黄色肝樣変

化を呈 し,そ の部 分の肺は表面 凹凸不平で所 々に米

粒大の石灰化せる小結節 を認める.左 肺には,帽 針

頭大,粟 粒大及び米粒大 の暗赤色の出血点散在 し,

それらは連なつて線状を呈せ るものもある. M. 36

では再感染後18日 目屠殺した所,余 り著変は認めら

れず, 2～3個 の暗赤色粟粒大 の結 節を認めた.

検鏡的所見　 M. 18で は所 々,結 節状の細胞浸潤

があ り,そ の中央 には核は楕円形又は円形でクロマ

チ ンの少ない核小体の殆ん ど認められぬ組織球性細

胞が集団をなし,そ の周囲に多核 白血球,好 酸球等

の中等度の浸潤があ り,一 部の結 節は単球,プ ラス

細胞,多 核球,好 酸球 の浸潤か らな り,そ の周囲に

2～3個 乃至集個 の核を有す る巨態細胞が散在する.

線維芽細胞 も少数増殖 し,こ れ ら細胞浸潤のために

肺胞壁肥厚 し,気 管支腔には多核球を主成分 とする

重複感染並びに再感染時,肺 のX線 所見略図

(海〓)

蛔 虫卵500個 宛隔 日3日 間投与(M. 26)

蛔 虫卵 隔 日2回300個 宛投 与 後, 3週 間 目1000個

再 感染

上(M. 36)　 下(M. 18)

第2表　 重 複 感 染 及 び 再 感 染 時 の 血 液 像
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円形細胞 と剥離細胞があ り,気 管支壁 の細胞は一部

完全に剥離 し,血 管壁は又著明に肥厚 して内腔消失

し,硝 子 様変性 を認め,周 囲 は浮腫状を呈 し,プ ラ

スマ細胞を主 とす る細胞浸潤 がある.

第4節　 乳剤 にて感作後3週 間 目,虫 卵投与

実験

1)蛔 虫乳剤0.5cc宛 隔 日5回 皮注 し, 3週 間後

蛔 虫卵100個 経口投与(海 〓M. 31, M. 32)

胸部 「レ」線上所見　 乳剤注射にては変化を認め

ず,感 作 終了 し,虫 卵投 与後, M. 31で は3日 目よ

り既に右肺下葉 に濃淡のある瀰漫性陰影出現 し, 7

日目には肺炎樣 陰影を現わした. M. 32で は虫卵投

与後4日 目,両 側肺 下野に斑点状陰影を生 じ, 6日

目それ らは癒合する傾 向を現わし, 8日 目には粟粒

大の斑点状陰影を呈 した.

肉眼 的所見　 充血及 び暗赤色 の出血巣が散在 し,

灰白色をの小結節認め る.

鏡検 的所 見　 M. 31で は可成 り広い範囲に出血が

見 られ,肺 胞壁には遊走細胞浸潤が著明で,細 胞浸

潤は淋巴球,多 核球,好 酸球,ブ ラスマ細胞等にて,

此等細胞浸潤によつ て胞隔 は肥厚 し,肺 胞 内に も浸

潤細胞を認める.血 管壁は粗鬚 とな り,血 管周囲に

は好酸球,多 核 球,淋 巴等の浸潤があ る. M. 32で

は胞隔 の肥厚が著明で間質に

は巨態細胞 を含む遊 走細胞浸

潤が 認められ,一 部 では結節

状を呈 している.

2)蛔 虫乳剤0.5cc宛 隔 日

5回 皮注 し, 3週 間後

蛔虫卵200個 経口投与

(家兎K1, K3)

胸部 「レ」線像所見　 乳剤

注射 によつては 「レ」線上変

化を認めず,虫 卵投与後6日

目,初 めて左肺中野及び下野

に斑点状陰影を現わ し, 12日

目その陰影は次第 に縮少 し,

且つ濃度 も淡 くな り, 18日 目

には右肺の陰影は殆 んど消失

し,左 肺下部心臓 縁に,や ゝ

濃密 なる結節性陰影を残 し,

一般 に肺は明 る くな り, 22日

後には肺紋理 の乱れが認め ら

れ るに過ぎない.

K. 3では蛔虫卵投与後3日

目に両側肺下野に軽度の浸潤陰影を認め, 6日 目左

肺上葉に瀰漫性浸潤 陰影の出現を見, 12日後 それは

殆ん ど吸收 され, 16日後両側肺下葉の濃淡あるコン

ベイ糖樣陰影は縮少 され, 18日 後は殆ん ど異常所見

は認められない.

肉眼的所 見　K. 1では左肺 下葉に灰 白色の非常に

小さい結節を認め,右 肺下葉 にも陳旧性の小出血巣

を思わせ る暗褐色の斑点をみ る. K. 3では左肺上葉

に充血 を認め,両 側下葉には少数の灰白色の斑点を

認きる.

検 鏡的所見　 K. 3では胞隔及び肺胞の変化は広範

且つ強度で胞隔炎の所見を認 め,細 胞浸潤中には巨

態細胞が混在 し,一 部には仔 虫結節の形成を認める.

血管壁は粗鬚 とな り,周 囲に細胞浸潤が ある. K. 1

では肺は充血及び所 々に胞隔内出血があ り,一 部に

胞隔肥厚 し,肺 胞上皮の増殖並びに剥離せ るを認め,

時には肺胞上皮が含包性 に増殖 し肺胞内に充満して

いる部分が見られる.又,結 節状に胞体の円形,好

酸性 で核が濃縮 された円形細胞が肺胞壁及び肺胞内

に多数出現 している.大 きく膨化 した細胞は核が消

失或いは原形質の一側に圧平 されたものがある.組

織球性細胞は多 く認められ,気 管支周辺部に於ては

淋巴球の集積を認める.動 脈壁は極めて著明に膨化

蛔虫乳剤にて感作後 虫卵投与時の肺 の 「レ」線所見

1)海 〓の場合(乳 剤0.5cc宛 隔 日5回 注射後, 3週 目虫卵100個 投与)

M. 31

M. 32

2)家 兎 の場合(乳 剤0.5cc宛 隔 日5回 注射後, 3週 目虫卵200個 投 与)

K. 1

K. 3
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第3表　 乳剤にて感作後再感染時血液像

し,且 つ浮腫がある.

第4章　 総括並びに考按

以上の実験成績を総括す るに,

1)肺 の 「レ」線所見:

豚蛔 虫卵を海〓及び家兎に経 口的に投与 して後,

肺の 「レ」線的所見を逐 日的に検査 するに,小 量投

与時には何れ も著変を認 めない.即 ち,家 兎では全

経過を通 じて殆ん ど界常 陰影の出現 を認めず,海 〓

では濃淡のある軽微な陰影を現 わす ものもあるが,

それ も感染後略々1週 間後であつて,後 述す るよう

に再感染の場合 よりは遅れ る.

大量感染時には夫 々異常 陰影を現わすが,海 〓で

は特に顕著で感染後4～5日 には既 に溷濁陰影を現

わ し,そ れは逐 日的に癒 合或は濃度を加え,逐 には

肺炎樣陰影を示 し,感 染後8～9日 目に死亡す るも

のもあり,又 生存するものに於ては陰影は永 く消夫

せず,粟 粒状或は結節状陰影の形で残つた.家 兎で

は前者の如 き肺炎樣 陰影は認め られず,た ゞ斑点状

陰影を見たのみである.

次に重感染(連 続感染)で は一回感染時 よりも陰

影の出現期は早 く,且 つ顕著で而も結節状陰影 を認

めた.

初感染後3週 間 目に行つた再感染実験では,初 感

染による肺の変化が石灰沈着或は結節状陰影 として

多少共残つている上に再感染を行つたわけであ るが,

第
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この場 合,再 感染に よる異常陰影の出現は初感染時

よりも早期に且つ顕著 に出現 し,経 日的に陰影は増

強を呈 した.

蛔 虫乳剤にて感作 した後に蛔 虫卵 を投与 して感染

せ しめた場 合には,異 常陰影は非感作例 よりは早期

に出現 し,単 純 感染では陰影出現 の見られなかつた

量の卵数を投 与 したに も拘 らず,感 染後3日 目には

既に左肺上葉及 び右肺門部 に瀰漫性浸潤陰影を認め,

 6日 目には左肺 上野の陰影は次第に吸收され,之 に

反 して右肺門部 の陰影は少 しく拡大 した感 があ り,

 12日 目には此等 の異常陰影は殆ん ど吸 收され, 18日

後には正常に復 した.

以上,肺 の 「レ」線像所 見を要 約 す れば, ① 単

純感染時にも大量の蛔 虫卵 を投与すれば肺炎樣陰影

(蛔虫性肺 炎)を 現わすか或は結節状陰 影を現わす.

 ② 重感染及び再感染時には初感染に比 して,陰 影出

現時間が一般に早 く,結 節状陰影を比較的多 く認め

た. ③乳剤にて感作 した後,虫 卵投 与例にのみ一過

性 浸潤像 を4例 中2例 に認めた.

扨 て,寄 生虫が肺 を通過 した り,又 は肺 に寄生す

る場 合の肺の 「レ」線像所見(陰 影の性状)に つい

ては,肺 ヂス トマ症について柴 田37),細 川は,肺 紋

理の著明な増殖,末 梢の石灰斑,結 節,嚢 腫,気 管

支肺炎樣 陰影,増 殖性肺炎樣陰影,肋 膜の変化等を

挙 げている.嚢 腫を除けば,余 の例 に於て虫蛔投与

の場 合 と同樣の所見である.肺 門陰 影及び肺紋 理の

増強についてKeller94)は,何 れ も 「ツ」反応 陰性

の小 児で,蛔 虫寄生者(A)と 然らざる者(B)と

につ いて検査 して次 の如 き結果 を報告 している.

余 の例 に於て も肺門陰影の増強及び肺紋 理の増強

は相 当数に認められた.こ の他,蛔 虫卵投与時には

第2編 に後述す る鈎虫の場合と同樣,米 粒大溷濁斑,

コンペ イ糖樣陰影,斑 点,結 節像等が見られた.斎

藤(1946)35),北 本(1949)26),高 橋(1949)等 は

「ダニ」寄生 による一過性浸潤 を報告 した が,斎 藤

によると,そ の 「レ」線像は不定 形塊状 の浸潤 陰影

で微細な小顆 粒状の斑点像 とそれ を囲繞する雲状陰

影か らな り,両 側肺 の中 ・下野及び肺門部に多 く認

め られた と述べて居 り,余 の成績 と同樣な所見 であ

るが,乳 剤感作後蛔 虫卵投与例 では以上の他に瀰漫

性の淡い陰影を示 した.

II)血 液所見につ いて

蛔 虫単純感染の際の血液好酸球 の変化について大

場(1925)21)は 家兎 に豚蛔虫の成熟卵を投与 して時

間的に観察 した結果,感 染後5～8日 後に全例に於

てEosinophilieを 呈 し,最 高11.4%,平 常に復す

るには40日 以上を要 した と述べておる.余 の例でも

海〓に虫卵投与後6日 目, 27%の 好酸球 増 多 を認

め,大 場 の所見 と一致して いる.家 兎では海〓程著

明ではないが8～10%の 増多を認めた.一 方,赤 松

(1956)1)は 同樣,人 体感染時には極 く少数 の例外を

除いては好酸球 の百分率 に余 り変化は見られず,再

感染の場合には著明に増加す ると述べ,之 は初回の

感染 によつて侵入 した幼虫に由来する物質に対 して

宿主はア レルギー状態になつていて,後 に再び幼虫

が侵入 した際に好酸球の増加が起るもの と考えられ

ると言つている.私 の実験に於ても,初 め乳剤にて

感作 して後,虫 卵投 与例で最高17%の 好酸球増多を

認めた.

III)病 理組織学 的所見について

単純感染時の肺 の病理組織学的所 見 に 関 して は

Stewart(1916～18)111), Ransom and Foster

(1917)108), Fulleborn(1921)86),吉 田(1917)75),

吉 田・甲木(1919)31),西 尾(1918)47),栃 原(1923)43),

浅田(1921)2),濃 野(1922)30), Hoeppli(1923)89),

横川(1923)77),熊 谷(1930)27),岡 本(1939)15)等

の詳細な報告 があつて,今,茲 に附加す る何物もな

い.即 ち,軽 度感染時には家兎では肉眼的に殆んど

著変を認めなかつた が,海 〓では小範囲な陳旧性出

血巣を認め,恐 ら く,「 レ」線上,之 が石灰化樣陰

影を呈 して僅かに現 われたものであろう.検 鏡的に

は一般 に充血,出 血,血 管周 囲の軽度の細胞浸潤,

肺胞壁 の肥厚等が特長的であ り,高 度感染例では,

海〓 に於ては出血,充 血 が著明で出血斑散在 し,或

るものでは肝樣変化を呈 し,又,粟 粒大灰 白色の結

節形成 も認め られた.鏡 検的には肺胞内への出血が

強 く,胞 隔には充血を認め,且 つ肺胞壁は壁細胞の

腫大,肥 厚及び浸潤細胞のために肉厚を示し,気 管

支粘膜には上皮細胞 の変性,或 るものでは剥離を見

るものあり,小 血管及び気管支周囲に組織球性細胞,

円形細胞,好 酸球等の浸潤を認め る.重 複感染及び

再感染では結節状の細胞浸潤 が著明で,そ の周囲に

巨態細胞 も亦 散在 し,繊 維芽細胞の増殖,肺 胞壁の

肥 厚があ り,血 管壁は著明に肥厚 し且つ粗鬚 とな り,

内腔消失 し,或 るものでは硝子樣変性 を認め,周 囲
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浮腫状となり,プ ラスマ細胞を空 とする円形細胞浸

潤がある.気 管支腔にも多核球を主 とす る円形細胞

及び剥離細胞が容れ られており,初 感染 に比 して血

管壁の膨化が著明で ある. Kerr(1938)93)は 再感染

時の肺は浮腫が強 く,侵 入仔虫周囲の反応 が著明で

あるとい ゝ, Sprent and Chen(1943)112),小 宮 山

(1955)34)は仔虫の周囲 にCellular encapsrationの

起 る事を認めている.横 川(1923)77),岡 本(1936)15)

は重感染及び再感染時には組織好酸 球 の 浸 潤 が 強

く且つ速かであ る と い ゝ,岡(1933)14), Herrick

(1913)90)はその本態をアレルギーならん として いる.

次に,初 め蛔虫乳剤にて感作 し,後 に蛔卵を投与 し

たものでは海〓の場 合,出 血及び肺胞壁,胞 隔 内,

血管周囲の細胞浸潤が初感染に比 して著明であ り,

宮川(1952)64)の 実験成績 と一致す る.家 兎では巨

態細胞及び結合織性細胞をもつた結節 があり,そ の

被膜は結合織細胞 と少数 の淋巴球,単 球等 よりなり,

その内側は胞体の明 るいクロマチ ンの少 ない円形 乃

至楕円形の細胞か らなつている.こ の 結 節 は 武 田

(1953)41)の言 う如 く,そ の形成主因は一定の条件下

のアレルギー反応に基礎をお き,そ の強 さと抗 原の

性状,形 態等に よつて規定され たア レルギー性 肉芽

腫であると考える.以 上の,「 レ」線像所見,血 液

像及び組織学的所見か ら,蛔 虫アレルギーに起因す

る一過性 肺浸潤 の存在を知る事 が出来ると考える.

第5章　 結 論

豚蛔虫卵を海〓及び家兎に経 口投与 し,初 感染,

再感染,重 感染並びに蛔虫乳剤 にて感作せ しめて後,

再感染を行 い,夫 々の場 合について,血 液像 所見,

肺 の 「レ」線像所見及び病理組織学 的所見を比 較検

討 し次の結果 を得た.

1)蛔 虫感染に よつ て末梢血液中に何れの場 合に

も好酸球 増多 を認めるも,乳 剤にて感作後再感染を

行つた場合は他の場合に比 して著明 であつた.

2)初 感染時にも大量 の蛔 虫卵を投与すれば肺炎

樣 陰影或は結節状陰影を現わすも,重 感染及 び再感

染 時には前者に比 して陰影出現の時期が一般 に早 く,

且つ結節状陰影を比較的多 く認めた.乳 剤にて感作

した後,虫 卵投与例に4例 中に1例 に一過性 浸潤像

を 認めた.

3)初 感染時には一般に初期 には充血,出 血が主

で,そ の後,好 中球,好 酸球,淋 巴球,単 球等の細

胞 浸潤,肺 胞上皮の肥大増殖 による肺胞中隔の肥厚

を認めた.再 感染及び乳剤にて感作後再感染例では,

前 者に比 して血管壁の膨化及び肥厚,血 管周囲の浮

腫 が著明で且つ結節状細胞浸潤 並びに巨態細胞の出

現も高率であ り,肉 芽蓮形成 を認めた.

4)以 上の如 く,蛔 虫乳剤にて感作 して後に,感

染を行つた場 合にのみ,一 過性肺浸潤像 を認め,且

つ,そ の病理組織学的所 見か ら,蛔 虫アレル ギーに

よつて所謂一 過性肺浸潤 の起 る事を知つた.

擱筆す るに臨み,終 始御懇篤なる御指導御校閲を

賜つた恩師平木教授に衷心 より感謝の誠を捧げ る.

(本論文の要旨は第25回 日本寄生虫学会総会に於

て発表 した)

(文 献 後 掲)
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Experimental Studies on the Helminth Allergy

Part I.

The Transitory Infiltration of the Lungs Caused by Ascaris

Allergy

By

Toyosige ISHIDA

Department of Internal Medicine Okayama University Medical School
 (Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

By oral administration of the eggs of ascaris to guinea pigs and rabbits, the animals 
were infected, or reinfected, or reinfested after sensitizing them with ascaris emulsion; and 
the blood picture. the roentgenograms of the lungs as well as histo-pathological findings of 
respective groups were comparatively studied. The results obtained are described below.

1) In blood picture ebsinophilia has been recognized in all the cases, whereas it is most 
marked in the cases where the animals are reinfested after the sensitization with ascaris 
emulsion.

2) When a large amount of ascaris eggs is given in the first administratios the shadows 
like pneumonia or nodular shadows are revealed in the roentgenograms of the lungs while in 
the cases of super infect or reinfection only, the appearance of these shadows is on the whole 

quicker and relatively more nodular shadows are observed as compared with the former. Of 
the four cases receiving the ascaris eggs after sensitization with the emulsion of ascaris, one 
case presented a picture of transitory infiltration in the lungs.

3) In the primary infection cases, hyperemia and hemorrhages are generally the main 
findings at early stage but later on the hypertrophy of alveolar septum can be recognized 
due to the infiltration of neutrophils, eosinophils, lymphocytes, and moncytes and the 
hypertrophy and proliferation of alveolar epithelium. In the cases reinfected or reinfected 
after the sensitization with the ascaris emulsion, the swelling and hypertrophy of blood-vessel 
wall and _??_demas in the perivascular space are more marked than the former, and likewise 
the nodular cell infiltration and the appeareance of giant cells are more striking than in the 
first infection cases. Grannloma formation can also be recognized in the latter.

4) From these findings it has been found that the ascaris allergy plays one of the 

pathogenetic roles in the transitory infiltration of the lungs.
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M18.蛔 虫卵隔 日2回300個 宛投与後,

 3週 目1000個 投与 し, 7日 目の所見

M26.蛔 虫卵500個 宛 隔 日3回 投 与 し,

 10日 目 の所 見

M26.肺 の 組 織 像(10×40)
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K. 1(乳 剤0.5cc宛 隔 日5回 注射後, 3週 目虫卵200個 投与)

(1)

再感染後3日 目(著 変な し)

(3)

12日 目

(2)

6日 目

(4)

18日 目(陰 影消失)
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M. 29　 蛔虫卵100個

経口投与後1週 後 の所見

K. 3　 (10×40)

血 管 周 囲 細 胞 浸 潤

K. 1　血 管 壁 の 膨 化

M. 31　 乳剤にて感作後3週 目蛔 虫卵

100個 投与 し1週 後の所見

M. 31　 (10×40)

結 節 状 細 胞 浸 潤

K. 7　肉 芽 腫 形 成


